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　左の写真は、1893年（明治26）7月、第二高等学校（旧制）の前身にあたる第二高等中学校で行われた第二回卒業証書授与
式で撮影されたものです。旧蔵者は、後列左から3人目の山内晋（晋卿、1866-1945）。のちに第三高等学校教授となる人物
で、この日卒業生総代として答辞を読んでいます。同年10月発行の『尚志会雑誌』第2号は、当日の模様を次のように伝え
ています。「授与式は、去る七月七日を以て本校講堂に行はれたり。南風の薫たるは以て吾民の慍を解くべし。融々春の如
き全校の和気には、何等の炎暑か能く之に加へん。卒業生諸氏は五年の星霜を此地に送り、外卒業の栄誉を受け、内金玉の
学識を懐にし、此名誉の席に列す。其悦如何ぞや。」（句読点引用者）国のリーダーとなる人材を養成する教育機関の1つと
して誕生した二高の卒業生が、温かな祝福の中で送り出されていく光景が目に浮かびます。
　それでは、写真に写る面々を一部ですが、紹介していきましょう。前列中央でシルクハットを手に座っているのは、初代
校長の吉村寅太郎（1848-1917）です。創立時の苦悩を味わい、二高の基盤を作り上げた人物です。そして、前列左から4人
目は、この日祝辞を担当した教頭の難波正（1859-1920）で、二高退官後は京都帝国大学理工科大学教授に就任しています。
さらに前列右から2人目は、1892年（明治25）の着任から約40年に亘って二高の教壇に立ち、その博覧強記を評して「二高
の至宝」といわれた粟野健次郎（1864-1936）になります。
　卒業生たちも、その後活躍していきます。後列左から5人目は、日本銀行総裁や大蔵大臣を務めながら、血盟団事件によ
り暗殺された井上準之助（1869-1932）。その右隣は、第一高等学校教授となる畔柳都太郎（芥舟、1871-1923）です。そして、
一番右で一人腰に手を当てているのは、高山林次郎（樗牛、1871-1902）です。ポーズをとるその堂々した佇まいからは、「瞑
想」（冥想）にふける様子を感じ取ることはできません。卒業後は『帝国文学』や『太陽』などを舞台に文芸評論家として活動
し、美文と評される表現で時代に大きな影響力を誇ったことは周知のとおりです。以上のように、この写真には草創期の二
高を築いた人々が一堂に会しており、非常に貴重な資料といえるでしょう。（岡安儀之）

二高の黎明



　わたしは、2020年4月より東北大学史料館の協力研究員として、史料館所蔵の資料を用いて科学研究費助
成による研究「デジタル時代に適応可能なアーカイブズ資料の目録規則に関する研究」（21K12591）に従事
しています。ここでは、この研究の概要と活動の一部を紹介したいと思います。
　2021年度に採択された本研究は、将来的にアーカイブズ資料の多くがボーンデジタルへとシフトされて
いくことを見据えて、そのような資料を円滑かつ効率的に検索・利用できる目録記述規則の方法を明らかに
することを目的としています。
　本研究申請の背景には、国際アーカイブズ評議会（以下、ICA）がアーカイブズ資料の目録記述における
新しい国際標準「Records in Context（以下、RiC）」を発表したことがあります1。この新しい標準が、紙媒
体資料に焦点を当て資料間の関係を階層式に記述するという従来のアプローチが抱える限界・課題について
解決策を導き出す可能性があることに着目しました。
　当初は、国内におけるボーンデジタル資料に対応可能な目録規則のモデル案構築、ならびにRiCを用い
た資料の記述・目録化のふたつを最終目標としていました。しかし、新型コロナウィルス感染拡大の影響、
ボーンデジタル媒体の記録（東北大学史料館へ移管されており現時点で検証データとして利用できるものを
指す）量の不足により、現時点では、東北大学史料館所蔵資料の記述・目録化を通じ、現在も国際的に普及・
利用されているICAが推奨する４つの国際標準の課題摘出・分析をし、その結果をもとにRiCの有用性の検
証を行なうことを最終目標に進めています。
　検証は次の3ステップで行ないます。第1段階は資料の目録化、第2段階は目録データのRiCオントロ
ジー（以下、RiC-O）への移行およびRiC化（最終的に資料間の関係性を放射線状につなぎ樹状式に可視化）、
第3段階が、RiCの有用性の実証（既存の国際標準とRiCを複数の角度から比較）です。現在、第一段階の目
録化を進めています。
　対象とする資料は、東北大学史料館が所蔵する個人文書のひとつである「原田隆吉寄贈資料」2の一部です。
この資料は、東北大学史料館の前身である東北大学記念資料室が設立された年より副室長を務めた故原田隆
吉教授が研究室および自宅に保管されていた資料で、配偶者である原田夏子氏より3回にわたり寄贈いただ
いたものです。
　本研究で対象資料を選定する際には以下の条件のいずれかに当てはまる資料であることを条件にしまし
た。それは　①一定の分量があり、組織編成等により年月を経て異なる作成者をもつ資料群であること　②
一定の分量があり、複雑な体系構造をもつ組織化されていない資料群であること　③ある一定の分量のボー

新しいアーカイブズ目録記述方法の
理解と適用に向けて

東北大学史料館 協力研究員　　白川　栄美

 1 ICAでは、2012年に「Experts Group on Archival Description（記述専門家グループ）」を起ち上げ、2016年に「RiC
概念モデル」の第1版、2019年に「RiC-O」の第1版を公開している。
 2未公開資料（2023年3月時点）。ここで使用した資料群名は仮称。
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ンデジタル資料を含む資料群であること　の3つです。原田隆吉寄贈資料群はこの②に当てはまるものと認
められました。
　個人文書に位置づけられる資料はどのような法則のもと資料が保管されていたかわからない状態で受贈す
ることも少なくありません。合計約20箱の資料の中で当研究の対象となるのは8箱です。このうち6箱につ
いては、実際にどのような状態で保管されていたか（箱内の資料の秩序が果たして原秩序とよばれる状態で
あるかどうか）を判断するのは難しい状態にあります。各資料の関係性が不明瞭であることも原因のひとつ
と考えます。そのため、現時点では、アーカイブズ資料の概要調査でよく使用される「まとまり」という単
位を意識しながら、できるだけ箱内で文書が保管されている順序をくずさないよう、寄贈されたときの状態
を保ちながら整理を進めています。このあと、「まとまり」の中でファイルあるいはアイテムと呼ばれる単
位に識別し、各ファイルあるいはアイテムの物理的構造はくずさず「intellectual arrangement（論理上の編
成）」を行ないます。RiCを用いてそのデータをウェブ上で樹状式に可視化するのは次のステップとなります
が、現在、研究分担者である元ナミ氏（東京大学文書館助教）および橋本陽氏（京都大学大学文書館特定助教）
がRiC実装に向けた検証を行なっています。この研究内容は2022年11月25日に開催されたデジタルアーカ
イブズ学会で発表されています。
　いまだ続いているコロナ感染拡大の影響により、記述・目録作業の進行が予定より遅延していますが、来
年度は研究をさらに進め、「原田隆吉寄贈資料」の公開へつなげたいと考えています。

※原田隆吉教授は『東北大学五十年史』の執筆、編纂作業の大部分に関与された人物です。昭和31年に東北
大学文学部助手に着任し、昭和36年に同学部助教授に任命されてから昭和62年に教授に任命されるまで
の間、日本思想史をご専門にされながら、東北大学附属図書館の館長補佐、東北大学記念資料室副室長、
ならびに東北大学附属図書館調査研究室長を歴任され、退官されるまでの約30年間、図書館および記念
資料室の構築、運営、発展に力を尽くされました。原田教授の軌跡は、執筆・刊行された数々の報告書や
論文のほか、「原田隆吉寄贈資料」に含まれる膨大な直筆のメモからも辿ることができます（写真1・2）。

【写真 1】東北大学附属図書館設計に関する直筆メモ
（東北大学史料館所蔵未公開資料・2022 年 12 月
白川撮影）

【写真 2】東北大学附属図書館構築計画に関する直筆
メモ（（東北大学史料館所蔵未公開資料・2022 年
12月白川撮影）
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史料館のうごき（2022年9月～ 2023年2月）…………………………………

資料の公開について………………………………………………………………

◇文学部考古学研究室・埋蔵文化財調査室所蔵考古資料コレクション展示「東北考古学の礎（いしずえ）―

東北大学奥州史料調査部から現在へ―」（9月1日～ 12月23日）

　東北大学大学院文学研究科、埋蔵文化財調査室、東北大学史料館が主催し、村田町教育委員会の後援を受

け、1925年に東北帝国大学に設置された奥州史料調査部の喜田貞吉のコレクションを中心に展示を行いま

した。現在の考古学研究室や埋蔵文化財調査室の研究の様子も伝え、本学法文学部草創期から続く研究の伝

統について紹介しました。 

◇西澤記念資料室への展示物の設置（9月12日）

　西澤潤一先生のご家族と大野総長による資料室の見学が行われ

ました。ご家族から先生の愛用品や蔵書などが本学に寄贈された

ことに伴い、これまでの資料室を拡張し展示公開することになり

ました。当日は、史料館の加藤准教授が解説を担当しました。

◇博物館実習の受け入れ（9月26日～ 30日）

　東北大学総合学術博物館、東北大学植物園および当館で担当してい

る「博物館実習Ⅵ」の一環として、受講生が当館で実習を行いました。

今年度は、密にならないよう4グループに分けるなど感染対策をした

上で、対面での実習となりました。受講生は、新たな企画展の計画を

立てたり、書画や掛け軸の目録を作成するなどの作業をしました。

◆個人・団体文書

松隈健彦文書

　松隈健彦（1890-1950）は佐賀県出身の天文学者。東京帝国大

学卒業後、一高教授などを経て、1924 年（大正 13）に東北帝国

大学の助教授となり、1934 年に新設された天文学講座の初代教

授として、戦後に急死するまで講座を担当した。後任となった

一柳寿一（1910-1998）が保管していた、研究・講義等のため作

成されたノート・メモ類 319 点が 1970 年代に寄贈され、今回、

白川栄美協力研究員により整理されて公開に至った。

西澤記念資料室の展示物

博物館実習

松隈文書
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◇阿部次郎記念館新規資料及び法文学部開設関係資料公開展示「阿部

次郎と法文学部」を東北大学大学院文学研究科と共催で実施しまし

た。（9月29日～ 12月23日）

◇「東北大学ギャラリーひすとりあ」の展示協力（10月1日）

　周年事業の一環として、片平まなびの館（片平キャンパス本部棟7）

1階に「東北大学ギャラリーひすとりあ」を開設しました。10月2日

には、登録有形文化財をめぐるキャンパスツアーを行いました。

◇「東北大学のひとびと」の開講（10月7日～ 2月3日）

　全学教育科目展開科目として開講され、史料館からは加藤准教授、

曽根原助教、岡安学術研究員が担当しました。

◇阿部次郎記念館新規資料公開記念シンポジウム「阿部次郎研究の新地平」の開催（10月15日）

　東北大学文学部創立100周年を記念して開催され、史料館からは曽根原助教がコメンテーターとして登壇

しました。

◇「認証アーキビスト養成コース開設記念シンポジウム─アーカイブズ専門職拡充と大学の役割─」の開催

（12月3日）

◇放射光施設模型の巡回展示（12月）

　2023年度、東北大学青葉山キャンパスに完成予定の「次世代型放射光施設」の模型を史料館2階に展示し

ました。同様の展示は、2021年10 〜 12月にも行われました。

◇史料館2階展示室にプロジェクターを設置しました（1月10日）

◇ミニ企画展「江澤民元主席追悼展」の開催（1月12日～ 2月15日）

　中国の最高指導者であった江澤民氏が、昨年11月30日に逝去され

ました。1998年の来日時には東北大学および史料館を訪問し、大きな

話題となりました。今回の企画展では、史料館が所蔵する来学時の関

連資料を展示しました。

◇星寮のおひなさまの公開（2月17日～ 3月15日）

　　東北大学病院の看護師寮「星寮」で飾られていた雛飾りの公開を4

年ぶりに行いました。

阿部次郎と法文学部展の一コマ

江澤民元主席追悼展
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◇阿部次郎記念館新規資料及び法文学部開設関係資料公開展示

「阿部次郎と法文学部」

　今回の企画展示は、東北大学文学部創立100周年記念事業の中で、
メインとなる企画展示として開催しました。知的青年のバイブルと
して大ベストセラーを生み出した阿部次郎（1883-1959）に関する本格
的な企画展としては初のものになります。公開したのは、阿部が師
と仰いだ夏目漱石（1867-1916）やその門下生、東北帝国大学関係者か
らの手紙や、これまで注目されることの少なかった学生との交流、
さらに阿部家の人間模様を伝える手紙も展示しました。
　また、1922年（大正11）法文学部創設の際に最初の教授陣の人選に
関わった阿部だけでなく、この100年という記念の年に、先人達の歩
んだ軌跡を探り、文系学部の将来を見つめなおす展示も行いました。
　今回の企画展示に関連して、10月15日（土）には、文学部主催の記
念式典・記念講演会とシンポジウムが、片平さくらホールにて対面と
オンラインのハイブリット方式で開催されました。記念講演会では、
野家啓一氏（東北大学名誉教授・元文学部長）に「阿部次郎と人文学
の未来」という題目で講演いただきました。シンポジウムでは、「阿部
次郎研究の新地平」という全体テーマで、研究の新たな可能性につい
て議論が交わされました。企画展示も含め、多数の来館者、参加者に
恵まれ、いずれも盛況のうちに終了することができました。

2022年9月29日（木）～ 12月23日（金）　東北大学史料館2階展示室

◇東北大学文学部創立100周年記念・東北大学史料館設置60周年記念
「認証アーキビスト養成コース開設記念シンポジウム─アーカイブズ専門職拡充と大学の役割─」

　今回のシンポジウムは、東北大学大学院文学研究科と東
北大学史料館の共催で開催しました。
　東北大学では、2022年4月、東日本の国立大学初となる
国のアーキビスト認証制度の知識・技能に対応する認証アー
キビスト養成コースを大学院文学研究科に設置しました。
これを受けてアーキビストの教育と養成について、その意
義とこれからについて展望する目的で実施ました。当日は、
祝辞を鎌田薫氏（国立公文書館長）と吉田真晃氏（内閣府大
臣官房公文書管理課長）からいただきました。基調講演で
は、高埜利彦氏(学習院大学名誉教授）に「日本のアーカイ
ブズ制度の担い手」という題目で講演いただきました。続
いてパネルディスカッションが、「アーキビスト認証制度の教育プログラムの現状と展望」という題目で行われ
ました。今回のシンポジウムは、2022年時点で認証アーキビスト制度に対応する全国5大学が一堂に会する初
めてのものということもあり、対面とオンラインを合わせて250名以上の方々が参加されました。

2022年12月3日（土）13：00～ 17：00　東北大学片平さくらホール
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